










宗教と社会貢献 Religion and Social Contribution 2016.04, Volume 6, Issue 1: 79-82.  79
三木英著 
『宗教と震災―阪神・淡路、東日本のそれから』 
森話社、2015 年 10 月、四六判、251 頁、2,600 円+税 
金子 昭* 
 
























1 年過ぎ、2 年過ぎ、10 年過ぎ、20 年過ぎて次第に被災地も変貌し、被災
                                                          
* 天理大学おやさと研究所教授 akira-k@sta.tenri-u.ac.jp 




































































宗教と社会貢献 Religion and Social Contribution 2016.04, Volume 6, Issue 1: 79-82. 
82 
がて歴史の一部（歴史的被災地）となり、人々の記憶からますます遠ざかっ
ていく。これが風化の現象である。そうした時、他の伝統的な宗教行事と同
様、追悼行事も後継者がいなければ、そこで途絶えてしまう恐れがある。 
人々の心をつなぎとめるために、被災地での鎮魂行事もまた世俗化される
傾向も出てこよう。その大規模な例が神戸ルミナリエである。この光の祭典
は、もともとは犠牲者の鎮魂と被災地の復興を願って始められたものだった。
しかし、このイベントでさえ、近年はイルミネーションを縮小する傾向にあ
り、今では、より集客力のある観光イベントに脱皮することも検討されてい
るという。 
三木氏は、とくに第 8 章において、被災地で行われる民衆的儀礼（地車
祭り、地蔵盆、交流ウォーク）の観察を踏まえ、大震災の個人的記憶が薄
れていく中で、集合的記憶を後の世代につないでいくことの難しさに言及
している。ここでの考察は大変興味深い。とくに、個人的記憶と集合的記
憶に分け、さらに集合的記憶を下位分類していく手法は、このテーマにつ
いての宗教社会学的議論を、今後より実り豊かなものにする要素を持って
いるように思われる。 
「終章」は、本書全体の叙述を総括し、宗教研究者のアクション・リサ
ーチの課題をも指摘してくれる重要な章である。宗教研究者には、被災地
の記憶の風化を防ぐために、ともすれば光の当たらないような場所や人に、
よりいっそう着目していくことが求められてこよう。そのためには、宗教
研究者は黒子に徹しなくてはならない。震災を“祈念”する講演会やシン
ポジウムなどを開催する際、どうしても集客力のあるスピーカーに頼ると
いう傾向が出てくるが、こうしたイベントそのものが移り気な人々への迎
合を生む危うさを持つことにも留意すべきである。 
 東日本大震災の被災地も、十数年あるいは数十年も経てば、いずれ「旧」
被災地と呼ばれることになる。同じ 20 年後の時間経過であっても、阪神・
淡路大震災と東日本大震災とでは、時代や地域性、また人々の関わり方の
相違によって、「旧」被災地の宗教者の活動がどのように変化しているか、
被災地「聖地再訪」を通じて比較研究調査をしていけば、宗教社会学的な
意味で数多くの有益な考察が得られるだろう。これは次の世代の研究者の
課題になるが、その時には本書は重要な参考文献の一つとなるはずである。 
